
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

王昭君の故郷帰州で詠んだ白居易の「青塚」詩

竹村, 則行
九州大学 : 名誉教授

https://doi.org/10.15017/4763184

出版情報：中国文学論集. 50, pp.60-68, 2021-12-24. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



一　

は
じ
め
に

白
居
易
（
七
七
二－

八
四
六
）
は
元
和
十
四
年
（
八
一
九
、
四
十
八
歳
）、
三
年
間
の
江
州
司
馬
任
務
を
終
え
、
長
江
三
峡
を
溯
上
し
て
忠
州

刺
史
に
栄
転
す
る
途
中
、
王
昭
君
の
故
郷
帰
州
興
山
を
訪
問
し
、「
青
塚
」（
〇
一
二
二
）、「
過
昭
君
村
」（
〇
五
二
六
）
等
の
詩
を
詠
む（

１
）。
と

こ
ろ
が
興
山
に
は
王
昭
君
に
因
む
昭
君
（
明
妃
）
廟
の
記
録
は
あ
っ
て
も
、
墳
墓
「
青
塚
」
の
記
録
は
無
い
。
で
は
、
詩
題
の
「
青
塚
」

の
由
来
は
何
か
。
小
文
は
、
白
居
易
が
当
該
詩
を
「
青
塚
」
と
題
し
て
諷
諭
詩
を
詠
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
、
李
白
や
杜
甫
詩
、
更
に
敦

煌
「
王
昭
君
変
文
」
等
を
参
照
し
つ
つ
、
従
来
説
を
再
検
討
す
る
。
更
に
加
え
て
、
五
十
一
年
前
の
七
六
八
年
、
夔
州
か
ら
江
陵
に
向

か
っ
て
流
浪
中
の
晩
年
の
杜
甫
（
五
十
七
歳
）
が
同
地
で
詠
ん
だ
と
す
る
「
詠
懐
古
跡
五
首
其
三
」（
王
昭
君
）
詩
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
当

時
の
立
場
や
環
境
、
王
昭
君
描
写
の
差
異
に
つ
い
て
比
較
し
、
両
者
の
詩
人
と
し
て
の
質
的
な
差
違
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い（

２
）。

二　

白
居
易
が
帰
州
で
詠
ん
だ
「
過
昭
君
村
」
と
「
青
塚
」
詩

以
下
、
当
該
の
白
居
易
の
両
詩
に
つ
い
て
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
原
詩
（
常
用
漢
字
）
と
大
意
、
簡
評
を
簡
単
に
示
す（

３
）。

　
　
　
　
　
　

過
昭
君
村 （
〇
五
二
六
）

霊
珠
産
無
種　
　

彩
雲
出
無
根　
　

亦
如
彼
姝
子　
　

生
此
遐
陋
村　
　

至
霊
物
難
掩　
　

遽
選
入
君
門　
　

独
美
衆
所
嫉

竹

村

則

行

王
昭
君
の
故
郷
帰
州
で
詠
ん
だ
白
居
易
の
「
青
塚
」
詩
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終
棄
於
塞
垣　
　

唯
此
希
代
色　
　

豈
無
一
顧
恩　
　

事
排
勢
須
去　
　

不
得
由
至
尊　
　

白
黒
既
可
変　
　

丹
青
何
足
論

竟
埋
代
北
骨　
　

不
返
巴
東
魂
」　 

惨
澹
晩
雲
水　
　

依
俙
旧
郷
園　
　

妍
姿
化
已
久　
　

但
有
村
名
存　
　

村
中
有
遺
老

指
点
為
我
言　
　

不
取
往
者
戒　
　

恐
貽
来
者
冤　
　

至
今
村
女
面　
　

焼
灼
成
瘢
痕

（
大
意 

）
美
玉
や
彩
雲
が
何
も
な
い
処
か
ら
生
じ
る
よ
う
に
、
美
女
王
昭
君
は
こ
の
僻
村
に
生
ま
れ
た
。
美
貌
は
隠
し
難
く
、
彼
女
は
選

ば
れ
て
宮
中
に
入
っ
た
が
、
他
の
宮
女
に
妬
ま
れ
、
最
後
は
辺
塞
に
棄
て
ら
れ
た
。
彼
女
ほ
ど
の
美
女
は
天
子
が
一
見
す
れ
ば
即

寵
愛
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
障
害
が
天
子
に
よ
っ
て
除
か
れ
ず
、
正
邪
が
逆
転
し
た
宮
中
に
於
い
て
、
賄
賂
を
拒
ん
だ
為
に
醜
く
描

か
れ
た
彼
女
の
絵
姿
が
天
子
に
届
け
ら
れ
た
。
結
果
彼
女
は
匈
奴
の
王
妃
に
選
ば
れ
、
北
の
異
国
に
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
霊
魂
が
帰
郷
す
る
こ
と
は
竟
に
無
か
っ
た
。」
暮
れ
な
ず
む
帰
州
の
雲
や
川
は
王
昭
君
の
頃
の
郷
里
の
よ
う
。
彼
女
が
没
し

て
久
し
い
が
、
昭
君
村
と
い
う
名
は
今
も
あ
る
。
古
老
が
村
の
娘
を
指
し
て
言
う
、「
昔
の
事
か
ら
教
訓
を
得
な
い
と
、
将
来
冤

罪
を
招
き
ま
す
。
そ
れ
で
村
の
娘
は
宮
女
に
選
ば
れ
な
い
よ
う
に
今
も
顔
を
傷
付
け
て
い
る
の
で
す
」
と
。

（
簡
評 

）
詩
題
の
「
昭
君
村
」
や
詩
中
の
「
但
有
村
名
存
」
は
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
」
其
三
（
王
昭
君
）
の
「
生
長
明
妃
尚
有
村
」
を
思
わ
せ

る
（
後
述
）。
白
居
易
詩
は
、
王
昭
君
の
略
伝
を
述
べ
る
前
半
と
昭
君
村
の
現
状
を
詠
む
後
半
に
分
か
れ
る
（
」
で
示
す
）。「
惨
澹
晩

雲
水
」
は
白
居
易
の
実
見
し
た
昭
君
村
の
夕
景
で
あ
り
、
同
時
に
白
居
易
の
現
地
宿
泊
を
示
す
（
杜
甫
詩
も
同
じ
）。
古
老
の
話
で

は
、
村
の
娘
は
王
昭
君
故
事
を
教
訓
に
、
宮
女
に
選
ば
れ
な
い
よ
う
、
今
も
自
ら
顔
を
傷
付
け
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　

青
塚 （
〇
一
二
二
）

上
有
飢
鷹
号　
　

下
有
枯
蓬
走　
　

茫
茫
辺
雪
裏　
　

一
掬
沙
培
塿　
　

伝
是
昭
君
墓　
　

埋
閉
蛾
眉
久　
　

凝
脂
化
為
泥

鉛
黛
復
何
有　
　

唯
有
陰
怨
気　
　

時
生
墳
左
右　
　

鬱
鬱
如
苦
霧　
　

不
随
骨
銷
朽
」　 

婦
人
無
他
才　
　

栄
枯
繋
妍
否

何
乃
明
妃
命　
　

独
懸
画
工
手　
　

丹
青
一
詿
誤　
　

白
黒
相
紛
糾　
　

遂
使
君
眼
中　
　

西
施
作
嫫
母　
　

同
儕
傾
寵
幸

異
類
為
配
偶　
　

禍
福
安
可
知　
　

美
顔
不
如
醜
」　 

何
言
一
時
事　
　

可
戒
千
年
後　
　

特
報
後
来
姝　
　

不
須
倚
眉
首

無
辞
挿
荊
釵　
　

嫁
作
貧
家
婦　
　

不
見
青
塚
上　
　

行
人
為
澆
酒

（
大
意 

）
空
に
鷹
が
鳴
き
、
地
に
蓬
が
転
が
る
遥
か
な
辺
境
の
雪
景
中
に
小
さ
な
盛
土
が
あ
る
。
埋
葬
久
し
い
王
昭
君
の
墓
と
い
う
。
そ

王
昭
君
の
故
郷
帰
州
で
詠
ん
だ
白
居
易
の
「
青
塚
」
詩
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の
美
肌
は
泥
土
と
な
っ
て
化
粧
の
面
影
も
無
い
が
、
彼
女
の
怨
み
は
消
え
ず
、
今
も
鬱
然
た
る
霧
と
な
っ
て
墓
か
ら
湧
き
出
し
、

骨
と
共
に
朽
ち
る
こ
と
は
な
い
。」
婦
人
の
栄
枯
は
何
よ
り
美
醜
に
よ
る
が
、
美
女
王
昭
君
の
運
命
が
一
絵
師
に
握
ら
れ
た
と
は
。

時
に
宮
中
で
は
正
邪
が
混
乱
し
、
賄
賂
を
拒
ん
だ
昭
君
の
絵
姿
が
醜
く
描
か
れ
て
天
子
の
眼
を
欺
き
、
美
女
を
醜
女
に
誤
認
さ

せ
、
王
昭
君
を
異
族
の
妃
に
遣
っ
て
し
ま
っ
た
。
美
女
が
醜
女
に
及
ば
な
い
と
は
、
美
女
の
災
難
を
誰
が
知
ろ
う
。」
こ
れ
は
当

時
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
千
年
後
の
今
日
の
教
訓
で
も
あ
る
。
特
に
将
来
の
宮
女
候
補
た
る
村
の
娘
よ
、
見
か
け
の
美
貌
に
頼
ら

ず
、
荊い
ば
らの
釵
か
ん
ざ
し

を
挿
し
て
貧
家
に
嫁
ぐ
こ
と
を
厭
わ
な
い
こ
と
だ
。
ご
ら
ん
、
青
塚
の
傍
で
旅
人
が
昭
君
墓
に
神
酒
を
澆そ
そ

い
で
い

る
（
あ
な
た
も
あ
の
様
に
な
ら
な
い
よ
う
に
）。

（
簡
評 

）
詩
意
を
三
段
に
分
け
る
（
」
印
）。
序
盤
は
青
塚
の
風
景
で
あ
る
。
荒
涼
と
し
た
辺
境
の
雪
景
中
に
あ
る
青
塚
か
ら
、
今
も
彼
女

の
怨
念
が
湧
き
出
て
い
る
。
鷹
や
蓬
、
雪
景
の
設
定
は
白
居
易
の
想
像
か
。
今
も
彼
女
の
怨
み
が
消
え
な
い
と
い
う
表
現
も
通
常

の
「
昭
君
怨
」
の
表
現
を
脱
し
な
い
。
中
盤
は
彼
女
ほ
ど
の
美
女
が
醜
女
と
さ
れ
た
不
運
の
事
情
を
述
べ
る
。「
白
黒
」「
丹
青
」

は
前
詩
と
同
じ
詩
語
で
あ
る
。
終
盤
も
前
詩
同
様
、
王
昭
君
を
例
に
し
た
今
の
村
の
若
い
娘
へ
の
説
教
で
あ
る
。
最
終
二
句
は
、

王
昭
君
の
故
事
か
ら
教
訓
を
得
な
い
と
同
じ
轍
を
踏
む
事
に
な
る
と
村
の
娘
に
忠
告
す
る
。
二
年
前
に
白
居
易
が
江
州
で
詠
ん
だ

「
昭
君
怨
」（
一
〇
〇
三
）
も
こ
の
二
詩
と
同
様
の
内
容
を
詠
み
、「
自
お
の
ず
か

ら
是
れ
君
恩
薄
き
こ
と
紙
の
如
し　

一ひ
た
す
ら向
に
丹
青
（
絵
姿
）

を
恨
む
を
須も
ち

ひ
ず
」
と
結
ぶ
（
後
述
）。
我
が
美
貌
に
頼
り
過
ぎ
た
王
昭
君
、
正
邪
の
判
断
を
誤
っ
た
天
子
の
双
方
を
指
弾
す
る
。

特
に
、
賄
賂
を
拒
否
し
た
結
果
異
郷
に
遣
ら
れ
た
王
昭
君
と
、
宮
中
の
不
正
を
正
そ
う
と
し
て
逆
に
江
州
へ
貶
謫
さ
れ
た
白
居
易

の
正
義
と
貶
謫
の
共
通
認
識
を
、
白
居
易
の
二
詩
は
「
白
黒
」「
丹
青
」
の
詩
語
を
用
い
て
巧
み
に
描
写
す
る
。
白
居
易
が
「
青

塚
」
を
諷
諭
詩
に
分
類
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

三　

李
白
と
杜
甫
の 「
青
塚
」
詩

紀
元
前
一
世
紀
頃
に
没
し
た
王
昭
君
の
墓
を
「
青
塚
」
と
呼
ぶ
例
は
意
外
に
新
し
い
。
先
行
研
究（
４
）に
よ
る
と
、
最
初
の
使
用
例
は
不

詳
だ
が
、
以
下
に
挙
げ
る
盛
唐
の
李
白
や
杜
甫
詩
の
用
例
は
か
な
り
早
期
で
あ
り
、
白
居
易
時
に
は
一
般
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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①　

李
白
「
死
留
青
冢
使
人
嗟
」（
死
し
て
青
冢
を
留
め
、
人
を
し
て
嗟な
げ

か
し
む
）（「
王
昭
君
」
二
首
其
二
）

②　

杜
甫
「
独
留
青
冢
向
黄
昏
」（
独
り
青
冢
を
留
め
て
、
黄
昏
に
向
か
は
ん
と
す
）（「
詠
懐
古
跡
五
首
」
其
三
）

李
白
（
七
〇
一－

六
二
）
と
杜
甫
（
七
一
二－

七
〇
）
は
、
天
宝
四
載
（
七
四
五
）、
共
に
河
南
・
山
東
を
遊
び
回
っ
た
仲
で
あ
り
、
中
唐
の

白
居
易
（
七
七
二－

八
四
六
）
は
、
こ
の
盛
唐
の
詩
仙
・
詩
聖
に
対
し
て
、
格
別
の
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
元
和
十
年
（
八

一
五
）、
江
州
貶
謫
途
次
に
詠
ん
だ
「
李
杜
の
詩
集
を
読
み
、
由
り
て
巻
後
に
題
す
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
、
〇
九
〇
〇
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
白
居
易
の
「
青
冢
」
題
の
直
接
由
来
と
し
て
、
直
前
の
盛
唐
時
代
に
既
に
著
名
で
あ
っ
た
、
李
白
や
杜
甫
詩
に
も
見
え

る
「
青
冢
」
を
想
定
す
る
の
も
、
あ
な
が
ち
無
理
な
付
会
で
は
あ
る
ま
い
。

③　

こ
こ
で
は
更
に
敦
煌
「
王
昭
君
変
文
」
の
「
青
塚
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
既
に
注
（
４
）
に
挙
げ
た
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、「
王
昭
君
変
文
」
に
は
注
目
す
べ
き
「
青
塚
」
表
現
が
重
出
す
る
。

墳
高
数
尺
、
号
青
塚
。
~
八
百
余
年
、
墳
今
上
（
尚
）
在
。
~
望
其
青
塚
、
~
青
塚
寂
遼
（
寥
）
~

こ
こ
に
述
べ
る
「
八
百
余
年
」
が
実
数
に
近
い
と
す
れ
ば
、
王
昭
君
の
没
年
（
紀
元
前
一
世
紀
頃
）
と
ぴ
た
り
符
合
し
、
そ
の
他
盛
唐
詩

人
の
「
青
塚
」
語
使
用
も
含
め
、
李
白
や
杜
甫
の
盛
唐
時
に
お
け
る
「
青
塚
」
語
の
流
行
を
物
語
る
。
李
白
や
杜
甫
を
尊
崇
す
る
中
唐

の
白
居
易
時
に
於
い
て
も
、「
青
塚
」
は
例
え
本
人
の
墳
墓
墓
参
が
無
く
て
も
、
当
時
一
種
の
流
行
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④　

中
唐
・
李
遠
の
「
王
氏
の
帰
州
昭
君
廟
を
話か
た

る
を
聴
く
」
詩

中
唐
・
李
遠
に
「
王
氏
の
帰
州
昭
君
廟
を
話か
た

る
を
聴
く
」
詩
が
あ
る
（『
全
唐
詩
』
巻
五
一
九
所
収
）。
李
遠
は
太
和
五
年
（
八
三
一
）
の
進

士
、
即
ち
白
居
易
と
同
時
代
人
で
あ
る
。
原
詩
の
引
用
は
省
く
が
、
白
居
易
の
時
代
に
帰
州
に
昭
君
廟
が
建
立
さ
れ
て
い
た
記
録
に
注

目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
白
居
易
が
帰
州
昭
君
村
を
訪
問
し
た
八
一
九
年
に
同
村
に
昭
君
廟
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
更
に
は

長
期
の
信
仰
対
象
た
る
祠
廟
の
性
質
上
、
杜
甫
が
訪
問
し
た
五
十
一
年
前
の
昭
君
廟
の
存
在
も
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
昭
君
廟
の
存
在
と
「
青
塚
」
と
は
同
等
で
な
い
。
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
」
其
三
（
王
昭
君
）（
後
述
）
を
見
て
も
、
昭
君
廟
に
祭
主

た
る
昭
君
像
（
画
）
を
祀
る
こ
と
は
成
都
の
諸
葛
孔
明
廟
の
例
か
ら
も
無
理
な
く
想
定
で
き
る
が
、
王
昭
君
廟
に
「
青
塚
墓
」
や
「
青
塚

図
」
を
設
置
す
る
こ
と
は
馴
染
ま
な
い
し
、
前
例
を
聞
か
な
い
。
で
は
白
居
易
の
「
青
塚
」
題
の
由
来
は
何
か
。
こ
れ
ま
で
述
べ
来
た
っ

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
白
居
易
が
沙
漠
に
あ
る
と
さ
れ
る
青
塚
を
訪
問
し
た
可
能
性
は
無
く
、
冒
頭
の
「
飢
鷹
・
枯
蓬
・
辺
雪
・
培
塿
」
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等
の
表
現
は
白
居
易
の
想
像
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
詩
題
を
「
青
塚
」
と
し
た
所
以
は
、
尊
崇
す
る
李
白
・
杜
甫
を
始
め
、

盛
唐
中
唐
時
代
に
一
種
の
流
行
語
で
あ
っ
た
用
語
を
諷
諭
詩
の
詩
題
に
冠
し
た
と
考
え
る
の
が
よ
り
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
節
に
お
い
て
、
白
居
易
が
こ
の
詩
を
諷
諭
詩
と
し
て
設
定
し
た
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

四　

諷
諭
詩
と
し
て
の
白
居
易
「
青
塚
」

白
居
易
は
「
青
塚
」
を
諷
諭
詩
に
分
類
す
る（

５
）。

諷
諭
詩
は
、
白
居
易
が
『
詩
経
』
の
詩
人
に
倣
い
、「
凡
そ
適
ふ
所
感
ず
る
所
の
、
美

刺
興
比
に
関
す
る
者
（
作
品
）
︙
」（『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
八
、「
与
元
九
書
」
一
四
八
六
）
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
社
会
の
諸

事
象
に
関
す
る
諌
官
と
し
て
の
諷
刺
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
「
青
塚
」
詩
の
諷
刺
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
第
二
章
に
挙
げ
た
「
青

塚
」（
〇
一
二
二
）、「
過
昭
君
村
」（
〇
五
二
六
）
に
加
え
、
更
に
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
江
州
貶
謫
時
に
詠
ん
だ
「
昭
君
怨
」（
一
〇
〇
三
）

を
併
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
例
に
倣
い
、
原
詩
・
大
意
・
簡
評
を
以
下
に
示
す
。

　
　
　
　
　
　

昭
君
怨
（
一
〇
〇
三
）

　
　

明
妃
風
貌
最
娉
婷　
　

合
在
椒
房
応
四
星　
　

只
得
当
年
備
宮
掖　
　

何
曽
専
夜
奉
幃
屏

　
　

見
疎
従
道
迷
図
画　
　

知
屈
那
教
配
虜
庭　
　

自
是
君
恩
薄
如
紙　
　

不
須
一
向
恨
丹
青

（
大
意 

）
絶
世
の
美
貌
だ
っ
た
王
昭
君
は
宮
女
と
し
て
天
子
の
寵
愛
を
受
け
て
当
然
だ
っ
た
が
、
当
時
は
宮
廷
に
仕
え
る
だ
け
で
、
天
子

の
夜
伽
に
侍
る
こ
と
は
一
度
も
無
か
っ
た
。
彼
女
が
天
子
に
疎
ん
じ
ら
れ
た
の
は
醜
く
描
か
れ
た
絵
姿
に
天
子
が
惑
っ
た
為
だ
と

い
う
が
、
賢
明
な
天
子
が
事
情
の
委
細
を
承
知
し
て
い
れ
ば
、
彼
女
を
匈
奴
に
遣
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
来
君
恩
は

薄
情 

な
も
の
で
あ
っ
て
、
絵
姿
を
恨
ん
で
は
い
け
な
い
（
何
時
天
子
に
疎
ん
ぜ
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
）
の
だ
。

（
簡
評 

）
最
後
の
二
句
に
お
い
て
白
居
易
は
「
君
恩
は
本
来
薄
情
な
も
の
」
と
す
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
絵
師
へ
の
贈
賄
を
拒
否
し
て
絵

姿
を
醜
く
描
か
れ
、
為
に
匈
奴
送
り
と
な
っ
た
王
昭
君
、
及
び
そ
の
経
緯
を
察
知
で
き
な
か
っ
た
天
子
の
愚
昧
を
諷
刺
す
る
と
思

わ
れ
る
。
一
方
、
こ
の
「
昭
君
怨
」
詩
が
貶
謫
先
の
江
州
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、「
君
恩
は
薄
情
な
も
の
」 
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と
は
、
元
和
十
五
年
の
宰
相
暗
殺
事
件
に
つ
い
て
白
居
易
が
正
義
の
上
疏
を
行
っ
た
も
の
の
、
天
子
に
真
意
が
伝
わ
ら
ず
、
却
っ

て 

有
罪
と
認
定
さ
れ
て
江
州
送
り
と
な
っ
た
痛
恨
の
事
件
を
暗
に
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
「
過
昭
君
村
」「
青
塚
」
二
詩
に
お
い
て
、
白
居
易
が
村
の
古
老
の
語
り
を
借
り
て
、
当
時
の
昭
君
村
の
お
妃
候
補
の
美

少
女
に
対
し
、「
何
時
君
恩
が
疎
く
な
る
か
分
か
ら
な
い
宮
中
生
活
は
、
そ
ん
な
に
バ
ラ
色
ば
か
り
で
は
な
い
よ
」「
見
か
け
の
美
貌
に

頼
ら
ず
、
貧
家
に
嫁
ぐ
こ
と
を
厭
わ
な
い
堅
実
な
人
生
を
送
る
こ
と
だ
」
と
忠
告
す
る
の
は
、
正
に
白
居
易
自
身
の
苦
い
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
貴
重
な
垂
訓
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
、
白
居
易
が
「
青
塚
」
を
「
諷
諭
」
詩
に
組
み
込
む
理
由
は
、
内
容
が
類
似
す
る

「
過
昭
君
村
」「
昭
君
怨
」
を
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

 

宮
女
に
憧
れ
る
美
女
に
忠
告
す
る
が
、
君
恩
は
い
つ
疎
遠
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
薄
情
な
も
の
だ
。
美
貌
に
自
信
が
あ
っ
た
王
昭

君
は
絵
師
へ
の
賄
賂
を
拒
ん
だ
為
に
絵
姿
を
醜
く
描
か
れ
、
結
局
天
子
に
誤
認
さ
れ
て
匈
奴
に
嫁
ぐ
不
幸
を
招
い
た
。
そ
の
怨
み

は
今
も
尽
き
な
い
が
、
そ
れ
は
絵
姿
の
為
だ
け
で
は
な
い
。
未
来
の
宮
女
た
ち
よ
、
見
か
け
の
美
貌
に
頼
り
過
ぎ
な
い
こ
と
だ
。

五　

ま
と
め 

―
帰
郷
絶
望
の
杜
甫
と
前
途
洋
々
の
白
居
易
が
帰
州
で
詠
ん
だ
王
昭
君
詩
の
質
的
相
違

白
居
易
が
帰
州
の
昭
君
村
を
訪
問
す
る
五
十
一
年
前
、
夔
州
か
ら
江
陵
に
向
か
う
途
中
の
杜
甫
が
、
や
は
り
同
地
を
訪
問
し
て
い
る
。

時
に
杜
甫
五
十
七
歳
、
成
都
の
厳
武
や
夔
州
の
柏
茂
琳
の
支
援
が
不
幸
に
も
当
人
の
急
死
に
よ
っ
て
急
遽
中
断
し
、
新
た
な
支
援
者
を

求
め
て
江
陵
に
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た（

６
）。
こ
こ
で
は
、
白
居
易
詩
の
王
昭
君
描
写
と
の
質
的
な
違
い
を
示
す
た
め
に
、
杜
甫
の
「
詠
懐

古
跡
五
首
其
三
（
王
昭
君
）」
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る
。
当
該
杜
甫
詩
の
原
詩
と
大
意
、
簡
評
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

詠
懐
古
跡
五
首
其
三
（
王
昭
君
）（
〇
九
九
五
。
注
（
６
）
の
拙
稿
と
一
部
重
複
す
る
。）

　
　

群
山
万
壑
赴
荊
門　
　

生
長
明
妃
尚
有
村　
　

一
去
紫
台
連
朔
漠　
　

独
留
青
塚
向
黄
昏

　
　

画
図
省
識
春
風
面　
　

環
珮
空
帰
夜
月
魂　
　

千
載
琵
琶
作
胡
語　
　

分
明
怨
恨
曲
中
論
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（
大
意 

）
三
峡
の
多
数
の
山
や
谷
が
西
陵
峡
の
荊
門
山
へ
連
な
る
あ
た
り
、
山
麓
の
帰
州
に
佳
人
王
昭
君
は
生
長
し
、
歳
月
を
経
た
今
も

昭
君
村
が
あ
る
。
宮
女
に
選
ば
れ
た
彼
女
は
、
ひ
と
た
び
こ
の
村
を
去
っ
て
宮
廷
に
入
る
と
、
続
い
て
沙
漠
の
匈
奴
へ
嫁
ぎ
、
一

度
も
帰
郷
し
な
い
ま
ま
異
郷
に
没
し
た
。
今
は
年
中
青
草
が
茂
る
と
い
う
青
塚
が
残
る
だ
け
。
眼
前
の
昭
君
廟
の
よ
う
に
黄た
そ
が
れ昏

時

で
あ
ろ
う
。（
昭
君
廟
の
画
像
は
毛
延
寿
作
と
違
い
）
春
風
の
よ
う
な
美
し
さ
が
は
っ
き
り
分
か
る
。
彼
女
の
霊
魂
が
珮
玉
を
帯
び
て
夜

の
月
に
導
か
れ
、
空
し
く
こ
こ
に
帰
郷
し
て
い
る
の
だ
。
千
年
後
の
今
日
、
彼
女
の
故
郷
帰
州
で
は
、
昭
君
怨
の
琵
琶
の
弾
き
語

り
を
胡
人
の
旅
芸
人
が
胡
語
で
演
じ
て
い
る
（
彼
ら
も
帰
郷
で
き
な
い
ま
ま
だ
）。（
異
邦
人
の
私
に
は
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
い
が
）
異
郷
に
嫁
い

で
竟
に
帰
郷
を
果
た
せ
な
か
っ
た
王
昭
君
の
怨
み
は
、
同
じ
く
故
郷
を
離
れ
て
天
涯
を
流
浪
す
る
私
に
は
明
白
に
理
解
で
き
る
。

（
簡
評 

）
杜
甫
の
王
昭
君
詩
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
異
郷
と
帰
郷
で
あ
る
。
安
禄
山
の
乱
後
、
杜
甫
は
帰
郷
の
見
込
み
も
な
い
ま
ま
長
安
を
去

り
、
秦
州
~
蜀
~
三
峡
を
流
浪
し
て
、
王
昭
君
の
故
郷
帰
州
に
立
ち
寄
る
。
そ
し
て
現
地
の
昭
君
廟
に
祀
ら
れ
て
い
た
王
昭
君
の

麗
姿
を
実
見
し
た
杜
甫
は
、
千
年
前
に
当
地
で
生
ま
れ
、
長
安
の
宮
廷
に
入
内
し
た
後
に
匈
奴
の
王
妃
と
な
り
、
一
度
も
帰
郷
せ

ず
に
異
郷
に
没
し
た
王
昭
君
の
悲
劇
の
運
命
を
追
懐
す
る
。
杜
甫
の
思
い
の
切
実
さ
は
、
自
身
も
長
安
に
帰
郷
で
き
ず
に
異
郷
で

客
死
す
る
か
も
知
れ
な
い
不
安
で
あ
っ
た
（
二
年
後
に
現
実
と
な
る
）。
そ
れ
故
、
杜
甫
は
胡
語
で
語
ら
れ
る
琵
琶
曲
の
「
昭
君
怨
」

の
弾
き
語
り
が
聞
き
取
り
辛
く
て
も
、
曲
中
に
込
め
ら
れ
た
怨
情
を
我
が
も
の
と
し
て
明
白
に
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
杜
甫
の
王
昭
君
詩
は
、
竟
に
帰
郷
す
る
こ
と
無
く
異
郷
に
没
し
た
王
昭
君
を
、
同
じ
く
帰
郷
の
見
込
み
無
く
異
郷
を

流
浪
す
る
自
身
の
境
遇
に
重
ね
て
詠
懐
す
る
。
杜
甫
の
不
安
は
不
幸
に
も
的
中
し
、
次
の
訪
問
地
の
湖
南
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
奇
し

く
も
次
々
に
出
現
し
て
杜
甫
を
物
心
共
に
篤
く
支
援
し
て
く
れ
た
成
都
の
厳
武
、
夔
州
の
柏
茂
琳
に
続
い
て
支
援
を
期
待
し
た
潭
州
刺

史
韋
之
晋
も
相
次
い
で
急
死
す
る
。
無
残
に
も
最
後
の
望
み
を
絶
た
れ
た
杜
甫
は
、
遂
に
七
七
九
年
、
湖
南
に
お
い
て
そ
の
五
十
九
年

の
生
涯
を
閉
じ
る
。
そ
れ
は
帰
州
訪
問
の
二
年
後
で
あ
る
が
、
こ
の
王
昭
君
詩
に
は
、
通
常
観
光
の
感
懐
詩
で
な
く
、
彼
女
の
不
幸
な

歴
史
に
自
ら
の
境
遇
を
重
ね
て
一
体
化
し
た
杜
甫
の
帰
郷
へ
の
願
望
と
心
痛
が
切
実
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
解
し
た
い
。

一
方
、
帰
州
訪
問
時
の
白
居
易
は
四
十
八
歳
、
そ
れ
ま
で
三
年
間
の
江
州
司
馬
任
務
を
終
え
、
量
移
に
よ
っ
て
晴
れ
て
忠
州
刺
史
と

し
て
栄
転
す
る
途
中
で
あ
る
。
江
州
は
確
か
に
長
安
か
ら
は
遠
い
が
、
実
は
仏
教
の
聖
地
廬
山
に
近
く
、
ま
た
長
江
中
流
の
重
要
な
貿
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易
港
で
あ
り
、
白
居
易
自
身
も
一
方
で
廬
山
の
仏
僧
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
。
更
に
忠
州
刺
史
後
の
彼
の
履
歴
は
、
果
た
し
て
三

年
後
に
は
尚
書
司
門
員
外
郎
と
し
て
晴
れ
て
長
安
に
帰
任
し
て
い
る
。
そ
の
白
居
易
が
帰
州
で
訪
問
し
た
王
昭
君
古
跡
（
恐
ら
く
王
昭
君

廟
）
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
は
、
所
詮
古
代
の
不
幸
な
履
歴
を
持
つ
地
方
の
一
宮
女
の
遺
跡
に
過
ぎ
な
い
。
無
論
、「
君
恩
な
ど
薄
情
な

も
の
だ
」
と
い
う
述
懐
に
は
、
三
年
前
の
白
居
易
自
身
の
苦
い
体
験
が
加
味
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
も
今
は
過
去
と
な
り
、
白
居
易

は
村
の
娘
に
「
王
昭
君
の
よ
う
に
あ
ま
り
自
分
の
美
貌
を
過
信
し
な
い
こ
と
だ
」
と
の
、
揶
揄
め
い
た
忠
告
を
発
す
る
。
こ
こ
に
は
、

杜
甫
と
は
違
い
、
王
昭
君
を
自
分
と
は
遠
く
離
れ
た
古
代
の
一
地
方
美
人
と
し
て
客
観
視
す
る
白
居
易
の
冷
静
な
観
点
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
は
王
昭
君
に
限
ら
ず
、
悲
劇
に
遭
遇
し
て
社
会
の
底
辺
で
辛
苦
す
る
人
々
を
詠
ん
だ
所
謂
社
会
詩
全
体
に
つ
い
て

も
、
例
え
ば
杜
甫
の
「
三
吏
三
別
」
詩
や
白
居
易
の
諷
諭
（
新
楽
府
）
詩
（「
青
塚
」
を
含
む
）
を
想
起
し
て
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
則

ち
、
杜
甫
の
社
会
詩
は
描
写
す
る
対
象
に
自
ら
が
親
近
肉
迫
し
、
又
は
一
体
化
し
て
描
写
す
る
の
に
対
し
、
白
居
易
の
社
会
諷
諭
詩
（
新

楽
府
）
は
辛
苦
す
る
対
象
に
対
し
て
確
か
に
深
く
同
情
は
す
る
も
の
の
、
白
居
易
自
身
は
一
線
を
隔
し
て
そ
れ
以
上
は
対
象
に
入
り
込
ま

な
い
。
双
方
と
も
『
詩
経
』
詩
人
を
標
榜
す
る
唐
代
の
代
表
的
詩
人
で
あ
る
が
、
こ
の
差
違
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
論
述
す
る

紙
幅
の
余
裕
は
無
い
が
、
結
論
を
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
安
禄
山
の
乱
後
、
失
職
し
て
長
安
を
後
に
し
、
中
国
西
北
部
を
流
浪
し
て
正
に

辛
酸
の
渦
中
に
あ
る
浪
人
杜
甫
と
、
貶
謫
は
経
験
し
て
も
、
諌
官
左
拾
遺
を
自
己
の
本
務
と
弁わ
き
まえ

、
社
会
批
判
と
長
安
復
帰
が
国
家
に

よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
白
居
易
と
の
、
当
時
の
立
場
環
境
の
雲
泥
の
差
に
起
因
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
固
よ
り
、

憂
苦
を
常
態
と
す
る
杜
甫
と
、
文
字
通
り
常
に
楽
天
的
な
白
居
易
の
人
格
の
相
違
が
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

注

（
1
）  

四
桁
番
号
は
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
に
よ
る
。
杜
甫
の
王
昭
君
詩
（
注
６
、
後
述
）
と
共
に
、
両
者
と
も
帰
州
上
陸
訪

問
を
明
記
し
な
い
が
、
拙
論
は
、
描
写
内
容
の
具
体
性
か
ら
、
両
者
と
も
帰
州
に
立
ち
寄
っ
た
と
し
て
論
述
す
る
。
こ
の
他
、「
題
峡
中
石

上
詩
」（『
白
氏
文
集
』
一
一
〇
八
）
の
「
昭
君
村
柳
翠
於
眉
」
も
同
時
期
の
作
品
で
あ
る
。

（
2
）  

白
居
易
十
七
歳
時
、
科
挙
受
験
の
習
作
と
思
わ
れ
る
「
王
昭
君
二
首
」（
〇
八
〇
五－
〇
六
）
は
技
巧
が
勝
り
、
他
三
作
と
は
詩
作
の
環
境

王
昭
君
の
故
郷
帰
州
で
詠
ん
だ
白
居
易
の
「
青
塚
」
詩
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背
景
が
異
な
る
。
故
に
小
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

（
3
）  

『
白
氏
文
集
』（
岡
村
繁
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
第
二
下
冊
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）、
及
び
第
一
冊
（
二
〇
一
九
年
五
月
）、
明
治
書
院
）
参
照
。

（
4
）  
張
文
徳
『
王
昭
君
故
事
的
伝
承
与
嬗
変
』（
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）、
赤
井
益
久
「
唐
詩
に
見
え
る
『
青
冢
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
國
學
院
雜
誌
』
八
六－

一
一
、
一
九
八
五
年
）。

（
5
）  

静
永
健
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）、
ま
た
同
氏
「
白
居
易
の
諷
諭
詩
」（『
白
居
易
研
究
講
座
Ⅱ
』

勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
七
月
）
参
照
。

（
6
）  

拙
稿
「
異
郷
と
帰
郷
―
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
五
首
」
其
三
（
王
昭
君
）
の
繋
年
と
解
釈
―
」（『
中
国
文
学
論
纂
』、
花
書
院
、
二
〇
二
一

年
十
一
月
）
参
照
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号
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